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1.  22年3月期の連結業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 63,114 △12.9 2,951 198.7 2,580 568.9 1,193 ―

21年3月期 72,493 10.3 987 △24.6 385 △62.4 △1,075 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

22年3月期 16.20 ― 3.2 3.2 4.7
21年3月期 △14.52 ― △2.8 0.5 1.4

（参考） 持分法投資損益 22年3月期  △41百万円 21年3月期  △26百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 77,852 40,636 49.1 522.92
21年3月期 82,159 39,454 45.4 503.77

（参考） 自己資本   22年3月期  38,193百万円 21年3月期  37,301百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

22年3月期 4,357 △750 △3,661 9,033
21年3月期 4,490 △2,733 △243 9,081

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

21年3月期 ― 4.00 ― 2.00 6.00 444 ― 1.2
22年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 441 37.0 1.1

23年3月期 
（予想）

― 3.00 ― 3.00 6.00 24.4

3.  23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

32,000 6.2 1,000 94.2 800 138.1 400 ― 5.48

通期 67,000 6.2 3,400 15.2 3,000 16.3 1,800 50.9 24.64



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

（注）詳細は、14ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、22ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期 78,698,816株 21年3月期 78,698,816株

② 期末自己株式数 22年3月期  5,659,244株 21年3月期  4,654,043株

（参考）個別業績の概要 

1.  22年3月期の個別業績（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期 34,132 △14.8 1,273 148.6 1,241 192.1 986 ―

21年3月期 40,077 △9.2 512 △44.4 425 △52.7 △890 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

22年3月期 13.39 ―

21年3月期 △12.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期 59,537 35,918 60.3 491.76
21年3月期 59,697 35,271 59.1 476.36

（参考） 自己資本 22年3月期  35,918百万円 21年3月期  35,271百万円

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、４ページ「１．経営成績（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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１ .経営成績 

(１) 経営成績に関する分析 

(当期の経営成績) 

ａ.全社の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、世界的な金融危機を背景に、大幅に落ち込んだ企業収益の影響

により、設備投資の減少、雇用情勢や所得環境の悪化など、厳しい状況で推移しました。年度後半にはア

ジア向けを中心に輸出が増加するとともに、政府による経済対策の効果等により個人消費など一部に持ち

直しの動きが見られるようになりました。しかしながら、本格的な回復には至っておらず、雇用情勢の一

層の悪化や海外景気の下振れ懸念、デフレの影響など、先行きにつきましては依然として不透明な状況と

なっております。 

当社グループを取り巻く環境としましては、住宅建設の減少やＩＴ関連分野における大幅な需要の落ち

込みなど、非常に厳しい状況が続きました。 

このような環境の下、当社グループは、新中期３ヵ年計画の初年度として、事業単位での戦い方の明確

化、グループ経営の強化、筋肉質の経営の徹底を推進して、高収益企業集団を目指して全力を傾注してま

いりました。 

これらの結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高については 631 億 1 千 4 百万円（前期比 12.9％

減）と前期を下回る成績となりましたが、利益面については、グループ全体での生産および販売体制の再

編・統廃合など構造改革を実施し、原価率の引き下げと経営の効率化を推進したことにより、営業利益は

29 億 5 千 1 百万円（前期比 198.7％増）、経常利益は 25 億 8 千万円（前期比 568.9％増）、当期純利益は

11 億 9 千 3 百万円（前期は 10 億 7 千 5 百万円の損失）となり減収増益の決算となりました。 

 

ｂ.セグメント別の概況 

住環境事業 

住宅資材部門は、サイホン現象の活用により排水能力を高めた新雨どいシステム「ジェットライン」が順調に推移し

ましたが、新設住宅着工戸数が前年比２割以上の大幅な落ち込みとなった影響を受け、管工機材や内装材等の需要が

減少し、前期を下回りました。 

採光材部門は、波板分野のポリカ波板やポリカーボネート板分野の道路用透光板が伸長したものの、建

設投資の低迷の影響を受け、住宅用エクステリア用途や屋根採光材が落ち込んだことにより、前期を下回

りました。 

環境・土木部門は、政府の経済対策が下支えとなり公共投資は堅調に推移しましたが、民間土木建築需

要が落ち込んだことにより、前期を下回りました。 

床部門は、建築全体の落込みをうけ、マンション分野も新築改修ともに需要が落ち込みましたが、教育施設分

野への拡販が進んだことにより、前期並みの実績となりました。 

その結果、住環境事業の売上高は、379億4千4百万円（前期比5.8％減）となりましたが、営業利益は、大日本プラス

チックス等子会社の収益改善が大きく寄与したことにより、37億3千1百万円（前期比154.9％増）となりました。 

高機能材事業 

プレート部門は、半導体・液晶関連装置向けについては、年度後半において海外向けを中心にＦＭプレート

（難燃材料）や制電プレートなどの高機能品での需要が回復してきましたが、年度前半まで継続した設備投資の

抑制や需要の減退の影響が大きく、前期を大きく下回りました。 

ポリカプレート部門は、設備需要と光学関連需要の大幅な減退を受け、機械カバー用途や面板用途を主体とした汎用

および光学部門の販売が前期を下回りました。 

その結果、高機能材事業の売上高は、185億4千6百万円（前期比25.6％減）、営業損失は、10億6千万円（前期比2億6

千2百万円の悪化） となりました。 

   メディカル事業 

骨接合材料部門は、整形外科分野のスーパーフィクソーブおよび頭蓋顎顔面分野のスーパーフィクソーブＭＸが堅調

に推移し、前期を上回りました。 

また、生体内分解吸収性骨接合材であるフィクソーブおよびフィクソーブＭＸは、生体内分解吸収性と生体活性（骨

伝導性と置換性）をも併せ持つスーパーフィクソーブおよびスーパーフィクソーブＭＸへの置き換えが順調に進んで

おります。 

導電性粘着材部門は、健康機器向けの需要の低迷が続き、前期並みの実績となりました。 

その結果、メディカル事業の売上高は、18億8千8百万円（前期比7.7％増）、営業損失は、6千1百万円（前期比5千7

百万円の改善）となりました。 

その他事業 
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エンジニアリング事業は、管更生部門（下水管渠のリニューアル材料）は、需要の拡大が継続し、増収増

益となりました。上下水道部門は、公共事業の予算縮減により、水質の高度処理事業、設備の更新事業等

への投資が進まず、前期を下回りました。 
成型品事業は、年度後半において自動車関連が回復してきたものの、年度前半まで継続した需要の大幅な

落ち込みにより、前期を下回りました。 

その結果、その他事業の売上高は、47 億 3 千 5 百万円（前期比 14.8％減）、営業利益は、3 億 4 千 1 百

万円（前期比 22.5％減））となりました。 

 

 (次期の見通し) 

建築市場においては新築着工ではまだ漸減傾向が継続するものの、改修・ストック分野は概ね安定的な市

場規模を有するものと予想します。また、半導体・液晶製造装置分野の市況は前年度終盤から徐々に回復

傾向を見せ始め、次期にはある程度の回復が期待できるものと思われます。 

また、原材料価格が再度上昇局面に移行すると予想しますが、継続して工場コスト低減による原価低減に

より対応を図る所存です。 

それらを踏まえ、次期見通しにつきましては、連結売上高670億円、連結営業利益34億円、連結経常利益

30億円、連結当期純利益18億円を予想しております。 

 

（２）財政状態に関する分析 

①資産、負債、純資産の状況に関する分析 
当連結会計年度末の総資産は、商品及び製品が11億4千8百万円、有形固定資産が27億6千5百万円減少した
こと等により、778億5千2百万円(前期比43億6百万円減)となりました。負債は、支払手形及び買掛金が14億3
千7百万円、有利子負債が27億9千1百万円減少したこと等により、372億1千6百万円(前期比54億8千8百万円
減)となりました。純資産は、利益剰余金が8億2千2百万円増加したこと等により、406億3千6百万円(前期比
11億8千2百万円増)となりました。 
②キャッシュ・フローの状況に関する分析 

当連結会計期間末の現金及び現金同等物残高は、前連結会計年度末に比べ4千7百万円減少し、90億3千3百

万円となりました。 

当連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

【営業活動によるキャッシュ・フロー】 

営業活動によるキャッシュ・フローは、43億5千7百万円の増加となりました(前期は44億9千万円の増加)。

これは、税金等調整前当期純利益20億4千6百万円、減価償却費38億5千8百万円等の資金の増加によるもので

す。 

【投資活動によるキャッシュ・フロー】 

投資活動によるキャッシュ・フローは、7億5千万円の減少となりました(前期は27億3千3百万円の減少)。

これは、有形固定資産の取得による支出17億6千8百万円等によるものです。 

【財務活動によるキャッシュ・フロー】 

財務活動によるキャッシュ・フローは、36億6千1百万円の減少となりました(前期は2億4千3百万円の減少)。

これは、短期借入金の返済による支出15億4千1百万円、長期借入金の返済による支出12億2千5百万円等によ

るものです。 

 

③キャッシュ・フロー関連資料の推移 

 平成19年3月期 平成20年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期

自己資本比率(%) 52.3 45.1 45.4 49.1 

時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率(%) 39.7 21.7 21.7 26.0 

債務償還年数(年) 1.6 1.4 2.5 2.0 

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ 38.6 105.2 24.6 26.7 

 

 (注)自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュフロー 

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ：営業キャッシュフロー／利息支払額 

・いずれの指標も連結ベースの財務数値により算出しています。 

・株式時価総額は、期末株価×期末発行済株式総数(自己株式を除く)により算出しています。 
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・ キャッシュフローは営業キャッシュフローを使用しています。有利子負債は貸借対照表に計上され

ている借入金の合計額を対象としています。 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主に対する配当額については、安定的かつ継続的な配当を実施していくことを基本方針とし、

当期の業績、将来の事業展開、今後の経営環境の変化等諸般の事情を勘案し、総合的に判断しています。 

内部留保金につきましては、新製品の開発、技術革新に対応する生産設備等長期的な観点に立って成長事

業分野への投資等に活用し、企業体質と企業競争力のさらなる強化に取組んでまいります。 

当期の利益配当につきましては、中間配当金３円と期末配当金３円を合わせまして、年６円とさせていた

だくことといたしました。 

次期の配当につきましても、中間配当金３円と期末配当金３円を合わせまして、年６円とさせていただく

予定です。 

 

２．企業集団等の状況 
平成21年6月26日に提出した当社の「第114期有価証券報告書(平成20年4月1日から平成21年3月31日)」に

おける「事業の内容(事業の系統図)」及び「関係会社の状況」から重要な変更がございませんので、開示を

省略しております。 

 

３．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針 

当社は、「企業の永続的な発展成長のために、地球環境保護をこころがけながら、お客様に満足していた

だける品質と価格を提供すること、そしてその結果、正当な利潤を得て、正当な配分につとめることにより、

株主並びに社会に貢献する」ことを経営の基本方針としています。 
また、「新中期経営計画」におきましては「全てのステークホルダーにとって魅力的な企業グループとし

て社会に貢献する。」を念頭において活動することを宣言しております。 
 

（２）中長期的な会社の経営戦略 

リーマンショック以来冷え込んでいた国内市場は、やや回復の兆しを見せつつあるものの、各産業分野に

おいてはまだまだ厳しい経営環境が継続するものと予想されます。 

当社グループとしましては、このような状況の下、環境順応性に優れた経営基盤の構築をめざし、新中期

経営計画(2009年度～2011年度)を推進しております。 

① 事業毎の成長分野に対する経営資源の積極的な投入、新事業育成の加速 

② 企業グループでの、中核事業会社育成、販路活用、経営資源の有効活用による経営強化 

③ コスト構造の改革と組織力強化による筋肉質経営 

を徹底し、高収益企業集団を目指して、全力を傾注する所存であります。 

なお、最終年度の目標値は次のとおりです。 
・ 連結売上７６６億円 経常利益５４億円 

 

（３）会社の対処すべき課題 

平成22年度のわが国経済の見通しにつきましては、海外経済の改善や緊急経済対策の効果などを背景に、景気の持ち

直し傾向が続くと期待されますが、雇用情勢の悪化や海外景気の下振れ懸念、デフレの影響など、先行きについては予

断を許さない状況にあります。 

当社グループとしましては、このような状況の下、中期３ヵ年計画の２年目として、 

・ 重点事業分野と位置付けている床・ポリカーボネート・メディカルの３事業の積極的な拡大と今後需要が見込まれ

る環境とストック需要への経営資源の集中 

・ 総コスト低減による競争力アップおよび、筋肉質の経営の徹底 

・ グループ会社の東京拠点の集約による情報共有や、経営資源活用によるグループ経営強化 

などの方針に基づいた具体的施策を確実に実行し、高収益企業集団を目指して、全力を傾注する所存であります。 

 

 



４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,089 9,038 

受取手形及び売掛金 22,401 22,420 

有価証券 19 19 

商品及び製品 7,192 6,043 

仕掛品 2,280 2,204 

原材料及び貯蔵品 1,494 1,526 

繰延税金資産 644 595 

その他 1,353 1,345 

貸倒引当金 △301 △262 

流動資産合計 44,175 42,932 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,076 8,404 

機械装置及び運搬具（純額） 6,690 5,219 

土地 10,365 10,178 

リース資産（純額） 619 483 

建設仮勘定 291 269 

その他（純額） 1,229 951 

有形固定資産合計 28,273 25,507 

無形固定資産 854 492 

投資その他の資産   

投資有価証券 2,824 3,225 

繰延税金資産 4,033 3,862 

その他 2,148 2,015 

貸倒引当金 △150 △183 

投資その他の資産合計 8,856 8,920 

固定資産合計 37,984 34,920 

資産合計 82,159 77,852 
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,819 12,381 

短期借入金 7,068 5,527 

1年内返済予定の長期借入金 1,225 1,400 

1年内償還予定の社債 25 － 

リース債務 246 197 

未払消費税等 148 328 

未払法人税等 238 476 

未払費用 654 677 

賞与引当金 836 821 

役員賞与引当金 13 60 

設備関係支払手形 92 112 

その他 2,824 1,363 

流動負債合計 27,192 23,347 

固定負債   

長期借入金 3,000 1,600 

リース債務 388 293 

繰延税金負債 991 991 

退職給付引当金 10,020 10,000 

役員退職慰労引当金 243 208 

その他 868 775 

固定負債合計 15,512 13,868 

負債合計 42,705 37,216 

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,189 15,189 

資本剰余金 14,667 14,667 

利益剰余金 8,806 9,629 

自己株式 △1,390 △1,624 

株主資本合計 37,272 37,861 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 113 394 

為替換算調整勘定 △85 △62 

評価・換算差額等合計 28 332 

少数株主持分 2,152 2,442 

純資産合計 39,454 40,636 

負債純資産合計 82,159 77,852 
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（２）連結損益計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 72,493 63,114 

売上原価 51,989 41,813 

売上総利益 20,504 21,300 

販売費及び一般管理費   

運送費及び保管費 4,094 3,640 

人件費 7,198 6,816 

賞与引当金繰入額 357 451 

退職給付費用 645 763 

役員退職慰労引当金繰入額 42 67 

減価償却費 638 616 

貸倒引当金繰入額 82 60 

研究開発費 955 866 

のれん償却額 87 87 

その他の経費 5,413 4,979 

販売費及び一般管理費合計 19,516 18,349 

営業利益 987 2,951 

営業外収益   

受取利息 17 12 

受取配当金 71 60 

雑収入 288 294 

営業外収益合計 377 367 

営業外費用   

支払利息 181 160 

売上割引 57 56 

たな卸資産処分損 256 190 

支払補償費 85 60 

持分法による投資損失 26 41 

為替差損 226 － 

雑支出 146 229 

営業外費用合計 979 738 

経常利益 385 2,580 

特別利益   

固定資産売却益 14 － 

償却債権取立益 － 8 

保険解約返戻金 － 11 

持分変動利益 － 5 

特別利益合計 14 25 
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

特別損失   

固定資産処分損 114 163 

投資有価証券売却損 127 － 

投資有価証券評価損 60 5 

減損損失 36 165 

構造改革費用 148 － 

訴訟関連損失 147 － 

棚卸資産会計基準の適用に伴う影響額 219 － 

子会社株式売却損 － 123 

子会社整理損 － 22 

事務所移転費用 － 66 

その他 － 13 

特別損失合計 854 559 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△454 2,046 

法人税、住民税及び事業税 408 516 

法人税等調整額 518 69 

法人税等合計 926 586 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △306 266 

当期純利益又は当期純損失（△） △1,075 1,193 
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 15,189 15,189 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 

当期末残高 15,189 15,189 

資本剰余金   

前期末残高 14,667 14,667 

当期変動額   

自己株式の処分 0 △0 

当期変動額合計 0 △0 

当期末残高 14,667 14,667 

利益剰余金   

前期末残高 10,474 8,806 

当期変動額   

剰余金の配当 △592 △370 

当期純利益 △1,075 1,193 

当期変動額合計 △1,667 822 

当期末残高 8,806 9,629 

自己株式   

前期末残高 △1,382 △1,390 

当期変動額   

自己株式の取得 △9 △236 

自己株式の処分 1 2 

当期変動額合計 △8 △234 

当期末残高 △1,390 △1,624 

株主資本合計   

前期末残高 38,949 37,272 

当期変動額   

剰余金の配当 △592 △370 

当期純利益 △1,075 1,193 

自己株式の取得 △9 △236 

自己株式の処分 1 1 

当期変動額合計 △1,676 588 

当期末残高 37,272 37,861 
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 675 113 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △562 280 

当期変動額合計 △562 280 

当期末残高 113 394 

為替換算調整勘定   

前期末残高 △19 △85 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △65 22 

当期変動額合計 △65 22 

当期末残高 △85 △62 

評価・換算差額等合計   

前期末残高 656 28 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △628 303 

当期変動額合計 △628 303 

当期末残高 28 332 

少数株主持分   

前期末残高 2,501 2,152 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △348 290 

当期変動額合計 △348 290 

当期末残高 2,152 2,442 

純資産合計   

前期末残高 42,107 39,454 

当期変動額   

剰余金の配当 △592 △370 

当期純利益 △1,075 1,193 

自己株式の取得 △9 △236 

自己株式の処分 1 1 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △976 593 

当期変動額合計 △2,653 1,182 

当期末残高 39,454 40,636 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 △454 2,046 

減価償却費 4,042 3,858 

減損損失 － 165 

のれん償却額 61 60 

賞与引当金の増減額（△は減少） △49 △15 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 5 － 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △938 △19 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 48 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 61 － 

受取利息及び受取配当金 △89 △73 

支払利息 181 160 

為替差損益（△は益） 226 － 

持分法による投資損益（△は益） 26 － 

有価証券売却損益（△は益） 125 △5 

固定資産処分損益（△は益） 114 163 

子会社株式売却損益（△は益） － 123 

子会社整理損 － 22 

移転費用 － 66 

売上債権の増減額（△は増加） 3,860 △162 

たな卸資産の増減額（△は増加） 504 1,127 

仕入債務の増減額（△は減少） △2,880 △1,367 

未払金の増減額（△は減少） 708 △1,408 

未払消費税等の増減額（△は減少） △57 － 

その他 25 31 

小計 5,523 4,773 

利息及び配当金の受取額 79 86 

利息の支払額 △182 △163 

和解金の支払額 △139 － 

法人税等の支払額 △790 △338 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,490 4,357 
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 0 △31 

定期預金の払戻による収入 － 240 

有形固定資産の取得による支出 △2,739 △1,768 

有形固定資産の売却による収入 249 11 

無形固定資産の取得による支出 △137 △54 

投資有価証券の取得による支出 △116 △35 

投資有価証券の売却による収入 3 39 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

－ △65 

貸付けによる支出 △44 △57 

貸付金の回収による収入 49 998 

その他 2 △26 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,733 △750 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,850 △1,541 

長期借入れによる収入 1,000 － 

長期借入金の返済による支出 △3,096 △1,225 

社債の償還による支出 △50 △25 

リース債務の返済による支出 △308 △257 

自己株式の取得による支出 △8 △235 

配当金の支払額 △592 △371 

少数株主への配当金の支払額 △9 △6 

その他 △27 0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △243 △3,661 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △47 5 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,466 △47 

現金及び現金同等物の期首残高 7,615 9,081 

現金及び現金同等物の期末残高 9,081 9,033 
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（５）継続企業の前提に関する注記 

当該事項はありません。 

 

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

最近の有価証券報告書（平成21年6月26日提出）における記載から重要な変更がないため開示を省略します。 

 

（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

 (会計方針の変更) 

① 当連結会計年度より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び

「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用

し、当連結会計年度に着手した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事につい

ては工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

これによる売上高、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。 

 当連結会計年度より｢「退職給付に係る会計基準」の一部改正（その３）｣（企業会計基準第19号 平

成20年7月31日）を適用しております。 

数理計算上の差異を翌連結会計年度から償却するため、これによる営業利益、経常利益及び税金等調

整前当期純利益に与える影響はありません。 
また、本会計基準の適用に伴い発生する退職給付債務の差額の未処理残高は1,514百万円であります。 

 

（８）連結財務諸表に関する注記事項 

(連結貸借対照表関係) 

(単位：百万円) 

  前連結会計年度 
（平成21年3月31日）

当連結会計年度 
（平成22年3月31日） 

１． 有形固定資産の減価償却累計額 75,497 75,166 

２． 受 取 手 形 裏 書 譲 渡 高 24 17 

３. 担保資産及び担保付債務   

 (担保に供している資産)   

 建物及び構築物 1,201 755 

 土地 939 939 

 計 2,141 1,694 

 (上記に対応する債務)   

 短期借入金 1,900 1,650 

３． 保証債務 208 174 

４. 手形債権流動化に伴う買戻し義務額 431 － 

 

 (連結損益計算書関係) 

前連結会計年度（自 平成20年4月1 日 至 平成21年3月31日） 

減損損失 

当連結会計年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。 

場  所 用  途 種  類 

千歳工場(北海道千歳市) 遊休資産 建物及び構築物等 

当社グループは、事業部制を採用しており、資産のグルーピングにあたっては事業部を基礎として事業部別事業所別にグルーピング

し、遊休資産については、個々 の資産ごとに減損の兆候を判定しております。 

将来の使用が見込めない遊休資産である千歳工場の環境資材製造建屋等は、その使用範囲について、回収可能価額を著しく低下させ

る変化が生じたため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失(36百万円)として特別損失に計上いたしました。 

なお、回収可能価額の算定に当たっては、償却可能限度額を基にした正味売却価額により評価しております。 
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当連結会計年度（自 平成21年4月1 日 至 平成22年3月31日） 

減損損失 

当連結会計年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。 

場  所 用  途 種  類 

東京第1工場(茨城県かすみがうら市) 遊休資産 機械装置及び運搬具等 

当社グループは、事業部制を採用しており、資産のグルーピングにあたっては事業部を基礎として事業部別事業所別にグルーピング

し、遊休資産については、個々 の資産ごとに減損の兆候を判定しております。 

将来の使用が見込めない遊休資産である東京第1工場の機械装置及び運搬具等は、その使用範囲について、回収可能価額を著しく低

下させる変化が生じたため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。 

なお、回収可能価額の算定に当たっては、償却可能限度額を基にした正味売却価額により評価しております。 

 

(連結株主資本等変動計算書関係) 

前連結会計年度（自 平成20年4月1 日 至 平成21年3月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

(単位:千株) 

株式の種類 前期末株式数 当期 当期末株式数 

  増加株式数 減少株式数  

(発行済株式)  

普通株式 78,698 － － 78,698

(自己株式)  

普通株式(注) 4,624 34 5 4,654

(注1) 自己株式の株式数の増加34千株は、単元未満株式の買取りによるものであります。 

(注2) 自己株式の株式数の減少5千株は、単元未満株式の売渡しによるものであります。 

 

２．配当に関する事項 

 配当金支払額 

決 議 
株式の種類 

配当金の総額

(百万円) 

１株当たり 

の配当額 
基準日 効力発生日 

平成20年6月26日 

定時株主総会 

普通 

株式 

296 4.0 平成20年3月31日 平成20年6月27日 

平成20年11月11日 

取締役会 

普通 

株式 

296 4.0 平成20年9月30日 平成20年12月5日 

 

  基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力当発生日が翌期となるもの 

決 議 
株式の種類 

配当金の総額

(百万円) 

１株当たり 

の配当額 
基準日 効力発生日 

平成21年6月26日 

定時株主総会 
普通株式 148 2.0 平成21年3月31日 平成21年6月27日 

 

当連結会計年度（自 平成21年4月1 日 至 平成22年3月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

(単位:千株) 

株式の種類 前期末株式数 当期 当期末株式数 

  増加株式数 減少株式数  

(発行済株式)  

普通株式 78,698 － － 78,698

(自己株式)  

普通株式(注) 4,654 1,012 7 5,659

 （注）1. 増加株式数の内訳 

取締役会決議に基づく自己株式買付による増加  1,000千株 

単元未満株式の買取による増加                12千株 

    2. 減少株式数の内訳 

単元未満株式の買増請求による減少         7千株 
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２．配当に関する事項 

① 配当金支払額 

決 議 
株式の種類 

配当金の総額

(百万円) 

１株当たり 

の配当額 
基準日 効力発生日 

平成21年6月26日 

定時株主総会 
普通株式 148 2.0 平成21年3月31日 平成21年6月29日 

平成21年11月10日 

取締役会 
普通株式 222 3.0 平成21年9月30日 平成21年12月7日 

 

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力当発生日が翌期となるもの 

平成22年6月29日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案しております。 

（決議予定） 
株式の種類 

配当金の総額

(百万円) 

１株当たり 

の配当額 
基準日 効力発生日 

平成22年6月29日 

定時株主総会 
普通株式 219 3.0 平成22年3月31日 平成22年6月30日 

なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。 

 

 (連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

    前連結会計年度 
（自 平成20年4月1 日 
 至 平成21年3月31日） 

  当連結会計年度 
（自 平成21年4月1 日 
 至 平成22年3月31日） 

  (百万円) (百万円)

１． 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に記

載されている科目の金額との関係 

  

 現 金 及 び 預 金 勘 定 9,089 9,038 

 有 価 証 券 勘 定 19 19 

 計 9,109 9,057 

 預入期間が３か月を超える定期預金 △ 7 △ 5 

 価値変動リスクのある株式等有価証券 △ 19  △ 19  

 現 金 及 び 現 金 同 等 物 9,081 9,033 
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(セグメント情報) 

１． 事業の種類別セグメント情報 

前連結会計年度（自 平成20年4月1 日 至 平成21年3月31日） 

（単位：百万円） 

 住環境 高機能材 メディカル そ の 他  消去又  

 事 業 事  業 事  業 事 業 計 は全社 連  結 

Ⅰ 売上高及び営業損益   

売 上 高   

(1) 外部顧客に対する売上高 40,266 24,914 1,754 5,557 72,493 － 72,493

(2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

 

－ 

 

－ 

 

－ 

 

1,446 

 

1,446 (1,446)

 

－ 

計 40,266 24,914 1,754 7,003 73,939 (1,446) 72,493

営 業 費 用 38,802 25,712 1,873 6,562 72,951 1,446 71,505

営業利益又は営業損失(△) 1,464 △797 △119 441 987 (0) 987

Ⅱ資産､減価償却費及び資本的支出   

資        産 38,879 21,397 3,614 2,337 66,229 15,930 82,159

減 価 償 却 費 2,125 1,131 300 234 3,792 249 4,042

資 本 的 支 出 2,024 800 234 204 3,262 802 4,064

 

当連結会計年度（自 平成21年4月1 日 至 平成22年3月31日） 

（単位：百万円） 

 住環境 高機能材 メディカル そ の 他  消去又  

 事 業 事  業 事  業 事 業 計 は全社 連  結 

Ⅰ 売上高及び営業損益   

売 上 高   

(1) 外部顧客に対する売上高 37,944 18,546 1,888 4,735 63,114 － 63,114

(2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 61 62

 

－ 

 

1,840 

 

1,964 (1,964)

 

－ 

計 38,005 18,608 1,888 6,575 65,078 (1,964) 63,114

営 業 費 用 34,274 19,668 1,950 6,233 62,127 1,964 60,163

営業利益又は営業損失(△) 3,731 △1,060 △61 341 2,951 (0) 2,951

Ⅱ資産､減価償却費及び資本的支出   

資        産 38,225 18,855 3,869 2,765 63,716 14,136 77,852

減 価 償 却 費 2,104 969 319 222 3,615 242 3,858

資 本 的 支 出 1,038 432 206 71 1,749 240 1,989

 (注1)事業区分の方法 

製品の使用目的を考慮し、住環境事業、高機能材事業、メディカル事業及びその他事業に区分しております｡ 

(注2)各区分の主要な製品 

住環境事業 採光建材、外装建材、管工機材、住器製品、エクステリア製品、内装建材、床

材、合成樹脂被覆鉄線、合成樹脂被覆鋼管、プラスチックネット・ネット状パイ

プ、ポリエチレン製排水材他 

高機能材事業 硬質塩ビプレート、ポリカーボネートプレート、ＰＰプレート、アクリルプレー

ト他、プラスチック看板および屋外広告物等、ポリエチレンタンク、クイックサ

イン表示器（ＬＥＤ表示パネル）他 

メディカル事業 吸収性骨接合材、導電性粘着材 

その他事業 ＦＲＰ製覆蓋、上・下水用覆蓋、下水管渠リニューアル工法、上水道関連商品、

当社グループの製品運送及び保管業務等他 

(注3)資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の主なものは、親会社での余資運用資金（現金及び有価証券）

及び長期投資資金（投資有価証券）等であります。 

 

２.所在地別セグメント情報 

最近２連結会計年度における本邦の売上高及び資産の金額は､全セグメントの売上高の合計及び全セグメント資

産の金額の合計額に占める割合がいずれも９０％超であるため、記載を省略しております。 
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３.海 外 売 上 高 

最近２連結会計年度における海外売上高は、連結売上高の１０％未満のため、記載を省略しております。 

 

(税効果会計) 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

  前連結会計年度 
（平成21年3月31日） 

当連結会計年度 
（平成22年3月31日）

 （繰延税金資産） (百万円) (百万円)

 退職給付引当金 4,023 3,938 

 投資有価証券評価損 287 268 

 役員退職給与引当金 168 143 

賞与引当金 344 353  

繰越欠損金 1,498 1,210 

 その他 527 915 

 繰延税金資産小計 6,852 6,830 

 評価性引当額 △1,998 △2,121 

 繰延税金資産合計 4,853 4,708 

 （繰延税金負債）   

 その他有価証券評価差額金 △38 △118 

 連結子会社資産の時価評価差額 △1,082 △1,075 

 土地圧縮積立金 △45 △48 

 繰延税金負債合計 △1,166 △1,242 

 繰延税金資産の純額 3,686 3,466 
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(有 価 証 券 )  

前連結会計年度(平成21年3月31日現在) 

（１） 満期保有目的の債権で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

 連結貸借対照表計上額 時価 差   額 

時価が連結貸借対照表計上額を超えるもの － － －

時価が連結貸借対照表計上額を超えないもの 201 197 △4 

合    計 201 197 △4 
 
 
（２） その他有価証券で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

 取得原価 連結貸借対照表計上額 差   額 

時価が連結貸借対照表計上額を超えるもの    

(1)株   式 670 1,019 349 

(2)債   券 － － － 

小    計 670 1,019 349 

時価が連結貸借対照表計上額を超えないもの    

(1)株   式 1,385 1,131 △253 

(2)債   券 49 38 △11 

小    計 1,435 1,169 △265 

合    計 2,105 2,189 84 
 
 

（３） 時価評価されていない有価証券 

（単位：百万円） 

 連結貸借対照表計上額

子会社及び関連会社株式 228 

その他有価証券  

非上場株式(店頭売買株式を除く) 205 

債                          券 19 

 

 

当連結会計年度(平成22年3月31日現在) 

(１) 満期保有目的の債権で時価のあるもの 

（単位：百万円） 

 連結貸借対照表計上額 時価 差   額 

時価が連結貸借対照表計上額を超えるもの － － －

時価が連結貸借対照表計上額を超えないもの 200 200 0 

合    計 200 200 0 
 
 
(２) その他有価証券で時価のあるもの                                                    

（単位：百万円） 

 取得原価 連結貸借対照表計上額 差   額 

時価が連結貸借対照表計上額を超えるもの    

(1)株   式 1,398 2,027 628 

(2)債   券 － － － 

小    計 1,398 2,027 628 

時価が連結貸借対照表計上額を超えないもの    

(1)株   式 636 550 △85 

(2)債   券 49 39 △10 

小    計 686 590 △95 

合    計 2,084 2,618 533 
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(３) 時価評価されていない主な有価証券         

（単位：百万円） 

 連結貸借対照表計上額

子会社及び関連会社株式 192 

その他有価証券  

非上場株式(店頭売買株式を除く) 214 

債                          券 19 
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 (退職給付) 

（１）採用している退職給付制度の概要 
当社は、確定給付型の制度として、厚生年金基金制度及び退職一時金制度を設けております。また、国内連
結子会社は、退職一時金制度を設けております。 
なお、厚生年金基金制度については、平成17年3月30日付で確定給付企業年金法（平成13年法律第50号）第11
2条1項の規定により厚生労働大臣から、企業年金基金制度への移行認可を受けました。 

（２）退職給付債務に関する事項 

   (単位：百万円)

  前連結会計年度 

（平成21年3月31日） 

当連結会計年度 

（平成22年3月31日） 

 ①退職給付債務 △22,341 △23,596 

 ②年金資産 7,477 9,068 

 ③未積立退職給付債務（ ①＋② ） △14,864 △14,528 

④未認識数理計算上の差異 5,017 4,688 

⑥連結貸借対照表計上額純額（ ③＋④ ） △9,846 △9,839 

 

⑦前払年金費用 173 160 

 ⑧退職給付引当金（ ⑤－⑥ ） △10,020 △10,000 

  （注）大日本プラスチックス㈱以外の連結子会社は、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用しております。 
（３）退職給付費用に関する事項 

   (単位：百万円)

    前連結会計年度 
（自 平成20年4月1 日 
 至 平成21年3月31日） 

  当連結会計年度 
（自 平成21年4月1 日 
 至 平成22年3月31日） 

 ①勤務費用 795 699 

 ②利息費用 542 528 

 ③期待運用収益 △151 △208 

 ④数理計算上の差異の費用処理額 298 465 

 ⑤退職給付費用（ ①＋②＋③＋④） 1,484 1,484 

  （注）１．企業年金基金に対する従業員拠出額を控除しております。 
     ２．簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用は「①勤務費用」に計上しております。 
（４）退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

  
前連結会計年度 
（自 平成20年4月1 日 
  至 平成21年3月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成21年4月1 日 
  至 平成22年3月31日） 

 ①退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準 期間定額基準 

 ②割引率 ２．０％～２．５％ ２．０％ 

 ③期待運用収益率 ２．０％～２．５％ ２．０％ 

 ④過去勤務債務の額の処理年数 １年～５年 １年～５年 

 ⑤数理計算上の差異の処理年数 １０年～１５年 

（発生時の従業員の平均残存

期間内の一定の年数による

定額法により、翌期から費

用処理することとしており

ます。） 

１０年～１５年 

（発生時の従業員の平均残存

期間内の一定の年数による

定額法により、翌期から費

用処理することとしており

ます。） 

 ⑥会計処理基準変更時差異の処理年数 １年 １年 
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 (１株当たり情報) 

   前連結会計年度 
（自 平成20年4月1 日 
 至 平成21年3月31日） 

  当連結会計年度 
（自 平成21年4月1 日 
 至 平成22年3月31日） 

１株当たり純資産額 503.77円 522.92円

１株当たり当期純利益又は当期純損失(△) △14.52円 16.20円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 なお、潜在株式調整後１株当

たり当期純利益については、

潜在株式は存在するものの当

期純損失であるため記載し

ておりません。 

なお、潜在株式調整後１株当

たり当期純利益については、

希薄化効果を有している潜在

株式が存在しないため、記載

しておりません。 

(注)算定上の基礎 

１株当たり純資産額 

純資産の部の合計額(百万円) 39,454 40,636

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 2,152 2,442

(うち少数株主持分) (2,152) (2,442)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 37,301 38,193

普通株式の発行済株式数(千株) 78,698 78,698

普通株式の自己済株式数(千株) 4,654 5,659

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通

株式の数(千株) 
74,044 73,039

１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益 
１株当たり当期純利益  

当期純利益(百万円) △1,075 1,193

普通株式に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る当期純利益(百万円) △1,075 1,193

期中平均株式数(千株) 74,058 73,656

潜在株式調整後１株当たり当期純利益  

当期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(千株) － －

(うち自己株取得方式によるストックオプション) － －

(うち新株予約権) － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要 
－ －

 
 (重要な後発事象) 

該当ありません。 

 

（開示の省略） 

リース取引、関連当事者情報、金融商品、デリバティブ取引、ストック・オプション等、企業結合等及び賃貸等不動

産に関する注記については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 

 

 



５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,354 5,804 

受取手形 6,229 5,959 

売掛金 6,918 7,526 

商品及び製品 4,521 3,614 

仕掛品 1,022 1,052 

原材料及び貯蔵品 553 539 

前払費用 123 111 

繰延税金資産 421 352 

関係会社短期貸付金 2,285 3,523 

未収入金 1,399 2,209 

その他 147 133 

貸倒引当金 △378 △184 

流動資産合計 29,598 30,645 

固定資産   

有形固定資産   

建物 15,999 16,045 

減価償却累計額 △10,253 △10,626 

建物（純額） 5,746 5,418 

構築物 3,623 3,632 

減価償却累計額 △2,812 △2,881 

構築物（純額） 810 751 

機械及び装置 38,343 36,840 

減価償却累計額 △33,906 △33,130 

機械及び装置（純額） 4,436 3,709 

車両運搬具 476 420 

減価償却累計額 △446 △401 

車両運搬具（純額） 29 18 

工具、器具及び備品 14,056 13,842 

減価償却累計額 △13,091 △13,051 

工具、器具及び備品（純額） 965 791 

土地 4,083 4,083 

リース資産 688 720 

減価償却累計額 △189 △316 

リース資産（純額） 499 404 

建設仮勘定 247 167 

有形固定資産合計 16,819 15,345 

無形固定資産   

ソフトウエア 224 168 
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

その他 90 50 

無形固定資産合計 315 218 

投資その他の資産   

投資有価証券 2,318 2,688 

関係会社株式 5,449 5,739 

出資金 34 32 

関係会社出資金 180 34 

株主、役員又は従業員に対する長期貸付金 23 24 

関係会社長期貸付金 203 168 

破産更生債権等 28 135 

差入保証金 271 433 

長期前払費用 189 115 

繰延税金資産 3,733 3,588 

その他 800 580 

貸倒引当金 △87 △78 

投資損失引当金 △182 △136 

投資その他の資産合計 12,963 13,327 

固定資産合計 30,099 28,891 

資産合計 59,697 59,537 

負債の部   

流動負債   

支払手形 525 450 

買掛金 7,537 8,211 

短期借入金 1,100 900 

リース債務 192 159 

未払金 2,133 782 

未払消費税等 23 136 

未払法人税等 － 80 

未払費用 368 370 

前受金 － 5 

預り金 1,075 1,183 

賞与引当金 415 421 

設備関係支払手形 76 70 

流動負債合計 13,449 12,772 

固定負債   

長期借入金 1,000 1,000 

リース債務 306 244 

退職給付引当金 8,919 8,923 

その他 750 677 

固定負債合計 10,976 10,846 
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

負債合計 24,425 23,618 

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,189 15,189 

資本剰余金   

資本準備金 14,661 14,661 

その他資本剰余金 6 6 

資本剰余金合計 14,667 14,667 

利益剰余金   

利益準備金 1,223 1,223 

その他利益剰余金   

配当準備積立金 200 200 

土地圧縮積立金 82 82 

別途積立金 5,750 3,750 

繰越利益剰余金 △576 2,039 

利益剰余金合計 6,679 7,296 

自己株式 △1,390 △1,624 

株主資本合計 35,146 35,528 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 125 390 

評価・換算差額等合計 125 390 

純資産合計 35,271 35,918 

負債純資産合計 59,697 59,537 
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 40,077 34,132 

売上原価   

商品及び製品期首たな卸高 4,725 4,521 

当期製品製造原価 26,583 20,791 

当期商品仕入高 2,405 1,550 

合計 33,713 26,864 

他勘定振替高 548 573 

商品及び製品期末たな卸高 4,491 3,617 

売上原価合計 28,674 22,672 

売上総利益 11,403 11,459 

販売費及び一般管理費 10,891 10,185 

営業利益 512 1,273 

営業外収益   

受取利息 46 45 

受取配当金 91 92 

仕入割引 － 7 

固定資産賃貸料 295 449 

経営指導料 90 58 

受取保険料 11 － 

雑収入 107 122 

営業外収益合計 642 776 

営業外費用   

支払利息 47 54 

売上割引 29 29 

固定資産賃貸費用 285 446 

たな卸資産処分損 172 104 

支払補償費 66 44 

雑支出 128 128 

営業外費用合計 729 808 

経常利益 425 1,241 

特別利益   

投資損失引当金戻入額 169 10 

事業譲渡益 15 － 

貸倒引当金戻入額 － 199 

特別利益合計 184 209 
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

特別損失   

固定資産処分損 55 111 

投資損失引当金繰入額 6 17 

投資有価証券売却損 127 － 

投資有価証券評価損 53 5 

減損損失 36 107 

棚卸資産会計基準の適用に伴う影響額 130 － 

訴訟関連損失 147 － 

構造改革費用 148 － 

関係会社整理損 75 － 

関係会社出資金評価損 － 93 

貸倒引当金繰入額 142 － 

事務所移転費用 － 29 

特別損失合計 923 364 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △314 1,086 

法人税、住民税及び事業税 70 30 

法人税等調整額 505 70 

法人税等合計 575 100 

当期純利益又は当期純損失（△） △890 986 
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 15,189 15,189 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 

当期末残高 15,189 15,189 

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 14,661 14,661 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 

当期末残高 14,661 14,661 

その他資本剰余金   

前期末残高 6 6 

当期変動額   

自己株式の処分 0 △0 

当期変動額合計 0 △0 

当期末残高 6 6 

資本剰余金合計   

前期末残高 14,667 14,667 

当期変動額   

自己株式の処分 0 △0 

当期変動額合計 0 △0 

当期末残高 14,667 14,667 

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 1,223 1,223 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 

当期末残高 1,223 1,223 

その他利益剰余金   

配当準備積立金   

前期末残高 200 200 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 

当期末残高 200 200 

土地圧縮積立金   

前期末残高 82 82 

当期変動額   

当期変動額合計 － － 
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当期末残高 82 82 

別途積立金   

前期末残高 5,750 5,750 

当期変動額   

別途積立金の取崩 － △2,000 

当期変動額合計 － △2,000 

当期末残高 5,750 3,750 

繰越利益剰余金   

前期末残高 905 △576 

当期変動額   

剰余金の配当 △592 △370 

当期純利益 △890 986 

別途積立金の取崩 － 2,000 

当期変動額合計 △1,482 2,616 

当期末残高 △576 2,039 

利益剰余金合計   

前期末残高 8,162 6,679 

当期変動額   

剰余金の配当 △592 △370 

当期純利益 △890 986 

当期変動額合計 △1,482 616 

当期末残高 6,679 7,296 

自己株式   

前期末残高 △1,382 △1,390 

当期変動額   

自己株式の取得 △9 △236 

自己株式の処分 1 2 

当期変動額合計 △8 △234 

当期末残高 △1,390 △1,624 

株主資本合計   

前期末残高 36,636 35,146 

当期変動額   

剰余金の配当 △592 △370 

当期純利益 △890 986 

自己株式の取得 △9 △236 

自己株式の処分 1 1 

当期変動額合計 △1,490 381 

当期末残高 35,146 35,528 
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 674 125 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △548 264 

当期変動額合計 △548 264 

当期末残高 125 390 

純資産合計   

前期末残高 37,311 35,271 

当期変動額   

剰余金の配当 △592 △370 

当期純利益 △890 986 

自己株式の取得 △9 △236 

自己株式の処分 1 1 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △548 264 

当期変動額合計 △2,039 646 

当期末残高 35,271 35,918 
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－  － 31

６．その他 
 

（１） 役員の異動（平成22年6月29日付予定） 

   平成22年5月12日別途開示済みであります。 

 

（２） その他 

（継続企業の前提に関する注記） 

当該事項はありません。 




